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　　水戸市社会福祉協議会は皆さまとともに「福祉のまち水戸」の実現に取り組みます。

写真撮影式典の様子

〈Facebook〉

〈Instagram〉 〈LINE〉

〈X（エックス）〉

祝第53回 金婚祝賀会開催
結婚５０周年を迎えるご夫婦をお祝いいたします

アトラクション

▪開催日　令和８年11月20日（金）
▪受　付　午前９時から　
▪会　場　水戸市民会館
　　　　　（水戸市泉町1丁目7番1号）
▪該当者　
　�昭和51年に結婚し、�
令和８年１月１日現在�
市内に居住されているご夫妻

▪申込方法
　�①郵便番号・住所 �
②お住まいの小学校区�
③ご夫妻の氏名（ふりがな）④年齢 �
⑤電話番号 ⑥結婚年月日
　�上記を記入の上、ハガキまたはFAX・
メールにてお申込みください。

※�お申込みをされたご夫妻には、
順次受付完了ハガキ、または
メールを送付いたします。

※�届かない場合や昨年度までの
該当者で申込されていない方
は、下記【申込・問合せ先】
までご連絡ください。

　　 申込期限　令和８年７月31日（金）

お申し込みを
いただきました

ご夫妻には、10月に
別途、招待状を
送付いたします。

申込・問合せ先

〒311-4141 水戸市赤塚1-1
水戸市社会福祉協議会

地域福祉推進係
TEL 029-309-5001 FAX 029-309-5525
メールアドレス chiiki@mito-syakyo.or.jp

社協最新情報はこちら社協最新情報はこちら



　　皆さまより集められた社協会費は、支えあい・助けあいのための事業推進を支えています。
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支部活動の一環として、小学校において福祉体験
学習（車いす体験など）を実施しました。児童の皆
さんは実際の体験を通して、高齢者や障がいのあ
る方の立場を理解し、思いやりの心を育む貴重な
機会となりました。

こうした地域に根ざした活動は、皆さまからお寄せいただいている
会費により支えられ、継続して実施することができています。

会員の皆さまからの会費は、
高齢者の見守りや子育て支援、
ボランティア活動など、
地域福祉を支える取り組みに
活用されています。

令和８年度社協会員会費を募集します
一あなたの会費が、地域をもっと元気に一

会員会費はどのように使われているの？会員会費はどのように使われているの？

緑岡支部 「緑岡小学校福祉体験」

mitoこどもボランティア隊
「ボランティア育成事業」

笠原支部
「ひとり暮らし高齢者との

ふれあい交流事業」

各支部の
福祉活動
250円

社会福祉の
普及活動
100円

ボランティア
活動の支援
50円

事業実施の
ための経費
45円

心配ごと相談
30円

金婚祝賀
15円 社会福祉大会

10円

支えあいの輪は、支えあいの輪は、
ここから広がっていますここから広がっています

会員会費の年額　・一般会費……500円以上（一世帯）
　　　　　　　　・特別会員…1,000円以上（個人）
　　　　　　　　・団体会員…3,000円以上（福祉施設、団体等）
　　　　　　　　・賛助会員…5,000円以上（篤志家、企業）

様々なボランティア活
動を経験することで、
子どもたちは身近な福
祉や支え合いの大切さ
を学んでいます。
こうした経験は、将来
の地域福祉を支える力
へとつながります。

「こんにちは」と声を
かけながらお弁当を届
ける民生委員さん。
「話を聞いてくれて心
強い、助かります」と
あたたかな笑顔が返っ
てきます。

会費が支えた地域の一場面会費が支えた地域の一場面



　　水戸市社会福祉協議会は皆さまとともに「福祉のまち水戸」の実現に取り組みます。
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地域の皆さまの支えにより活動が成り立っています。
安心して暮らせる地域づくりのため、ぜひご協力お願いします。

あなたも
地域を

支える一員に 【問合せ】地域福祉推進係 029-309-5001

　和興自動車株式会社様
は、現社長のお父様の代
から、賛助会員として地
域福祉を支えてこられま
した。「地域で仕事をして
いる以上、何かしらの形
で貢献したいという思い
は自然なこと」と語ります。
　福祉車両の取り扱いを
通じて感じることは、「障
がいのある方の暮らしを
支える場面も多く、仕事
そのものが社会貢献につ

ながっていると実感しています」と話します。
　福祉の現場は大きな役割を担う一方で、なお支えが求め
られる分野でもあります。
　最後に、「福祉は誰にとっても身近なもの。できること
から関わることが、地域を支える力になります」とメッセー
ジをいただきました。

　社会福祉法人くれよん
様は、「誰もが気軽に集
える “たまり場”」を目指
し、バリアフリーのカフェ
を併設した施設を整備し
ました。障がいのある方
も地域の方も自然に同じ
空間で過ごすこの場所は、
共生社会のかたちを日常
の中で実現しています。
　「地域に開かれた場にし
たい」という想いのもと
運営を続ける一方で、「ど

こにどのような支援が必要なのか、情報が見えにくい」と
いう課題も感じています。
　こうした課題に対し、社協の会費は、行政だけでは行き
届かない支援を支える大切な財源となっています。
　「地域の中で支え合う仕組みが必要。できることから関
わる人が増えてほしい」と期待が寄せられています。

地域の一員として、私たちも支えています

こんな声をいただいています

会員さまの声会員さまの声

団体会員

一般会員

賛助会員

大泉 工
たくみ

 様三次 悟
さとる

 様
和興自動車
株式会社

代表取締役社長

社会福祉法人
くれよん
理事長

子どもから高齢者まで
幅広く支える取り組み
に共感し、これからも

応援したいです。

自分の住んでいる
地域のために少しでも
役に立てているのが

うれしいです。

身近なところで
支え合いが行われている
ことに安心しています。
こうした活動が続いて

ほしいです。

最初は何となく入会
しましたが、活動内容を
知って、自分の会費が

役立っていると
実感しました。



　　皆さまより集められた社協会費は、各種事業に活用されています。
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保険のことならお任せ下さい

㈱ウインライフ水戸支店
〒311-4141 水戸市赤塚1-1978-13 ２階

TEL   029-255-3100 ＦAX    029-253-2527

自動車保険 ・ 火災保険 ・ 傷害保険

企業分野商品 ・ 生命保険

「福祉のまち水戸」の実現に向け
た各部門の新規事業･重点事業
を中心に予算と併せて紹介します。

令和８年度

水戸市社協の事業計画と予算
【問合せ】総務企画課（☎029-309-5001）

事業計画・予算は
こちらから

誰もが支えあいながら安心して暮らすことができる
　「ともに支える豊かな地域社会」づくりを目指します

事業展開について
〇　地域の各種団体との連携・協働による取組を広げ、地域のつながりの強化に努めます。
〇　ボランティア活動の振興、福祉教育の推進を図ります。
〇　�支援体制を構築するとともに、地域資源とのマッチングを行うほか、地域住民を対象とした互いに交流できる場
の開発を推進します。

〇　�施設・事業所の利用者及び家族等のニーズに沿った生活・就労支援の個別支援を、必要に応じて意思決定支援ガ
イドライン（認知症高齢者・障害者）を取り入れながら実践するとともに、一人ひとりがその人らしく暮らすことが
できる地域づくりを一体的に展開します。

予算の使いみち

予算総額
21億

5,413万3千円

障害者の就労支援
3億7,548万5千円

就労支援事業所、
生活訓練事業の運営

障害者の生活支援
6億9,233万5千円

福祉作業所、訪問サービス、
デイサービスセンタ―、
生活支援施設の運営

各種相談支援　3億1,480万円
相談窓口の運営（障害、生活困窮者、
権利擁護、金銭管理、介護サービス等）

法人運営　2億367万円
法人運営、調査広報、社会福祉大会、ボランティア会館の運営

高齢者支援
4億4,706万円

いきいき交流センター、
開江老人ホームの運営

高齢者支援
4億4,706万円

いきいき交流センター、
開江老人ホームの運営

子育て支援
2,845万8千円

一時預かり事業、
子育て支援事業（あかしあ）

地域福祉
9,232万5千円

福祉相談、金婚祝賀会、
共同募金事業、愛の定期便、
ボランティア活動振興、
地域づくり事業



　　社協の各種事業には、赤い羽根共同募金の助成金が活用されています。
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令和８年度　新規・重点計画

●法人運営
▶働き方改革への取り組み 
生成AI等の技術で事務効率化
を推進し、事業の課題分析や体
系化等の可視化に努め、事業運
営の見直しを図ります。

●生活支援
▶福祉施設の運営
未就学児や高齢者、障害者に
向けて事業を実施します。利
用者本位の質の高いサービス
を提供できるよう努めます。

●就労支援
▶就労支援施設の運営
利用者の作業意欲増進に努
め、県、市の共同受発注セ
ンターと連携した自主製作
品の販売促進や工賃向上を
目指します。

重点 ●相談支援
▶基幹相談支援センターの運営
▶生活困窮者自立支援室の運営
▶�権利擁護サポートセンター

の運営
福祉相談窓口として、相談者に
寄り添った対応に努めます。

重点 ●地域福祉
▶社協支部活動・地域でつながる
　支えあい活動の推進
社協支部間の交流と地域課題の共有を
進め、活動の活性化を図ります。
世代や属性を問わず様々な住民が集える
場づくりを推進します。

▶生活支援体制整備事業
これまでの地域住民同士のつながり
による見守りと支えあえる地域づく
りを活かし、誰もがともに支えあう
新たな地域づくりを進めます。

新規 ▶�生活困窮者支援等のための 
地域づくり事業

困りごとを抱える方に寄り添い、すべての住民が安
心して暮らすことができるよう地域資源の開発に取
り組みます。

新規 ▶�mitoこども 
ボランティア隊 
サポーターズ

市内の中学生がリーダー
シップを育むため、「mito
こどもボランティア隊」の
活動サポートやメンバー相
互の交流等を行います。

▶福寿のつどい
事業開始５年目を 
迎えることから、 
取り組みを検証し、 
よ り 良 い 運 営 を 
目指します。

▶共同募金運動の協力
地域福祉活動を
支える募金へ協
力します。

水戸ヤクルト販売株式会社

0120-29-8960 https://mito-Yakult.co.jp
〒311-4146 茨城県水戸市谷津町1-35



　　水戸市社会福祉協議会は、「ともに支える地域社会」づくりを目指します。
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いきいき交流センター
柳堤荘・常澄
リニューアルオープン
　令和７年６月から休館していた、いきいき交流センター柳堤荘・
常澄が４月１日（水）にリニューアルオープンしました。
　休館中は、皆さまにご不便をおかけしました。柳堤荘・常澄の
ご利用を、職員一同心よりお待ちしております。

いきいき交流センター柳堤荘
　水戸市本町１-３-28　　電話　029-221-5761
いきいき交流センター常澄
　水戸市大場町472-1　　電話　029-240-5255

市民後見人養成講座の開催�
～�住み慣れた地域で、
いつまでも安心して暮らしたい～

　判断能力に不安のある方の権利や暮らしを支える「市民後見人」
を養成する講座を開催します。
　なお、受講を希望する方は、事前説明会への参加が必要です。

期　　　　間：９月～11月のうち11日間
事前説明会：７月７日（火）　13時30分～16時30分
会　　　　場：市福祉ボランティア会館
申 込 方 法：ＦＡＸまたはメールにて受付
申 込 期 間：６月15日（月）～６月30日（火）
問合せ・申込：権利擁護サポートセンター
電　話　029-309-5001　FAX　029-309-5525
メール　kenriyougo@mito-syakyo.or.jp

化粧直しをした柳堤荘ロビー

前回の様子

常澄は空調工事で快適に

講座修了生の皆さん



　　皆さまよりお寄せいただいたご芳志は、各種事業に活用されています。
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広報紙編集委員から

ひ と こ と
　地区の市民歩く会が実施され、小さな子から90歳
以上の方々が参加して、青空のもと約７キロのコー
スを笑顔で歩き楽しいひとときを過ごしました。

　健康増進を図りながら長距離を歩き抜いた達成感、そして、参加者との交
流を深めることができ、有意義な体験となりました。
　これを機に「フレイル」にならないよう、脂肪燃焼や運動不足解消に効果
的なウォーキングを続け、食事（栄養）を考え、社会参加で自律した生活を
長く続けられるよう目的を持って生活したいと思いました。
　運動不足の方、ぜひウォーキングに挑戦してみて下さい。（田上　惠子　記）

編　集　水戸市社会福祉協議会広報紙編集委員会
発　行　社会福祉法人水戸市社会福祉協議会
　　　　〒 311-4141　水戸市赤塚 1-1
　　　　（水戸市福祉ボランティア会館内）
　　　　TEL  029-309-5001
　　　　FAX  029-309-5525
　　　　URL  https://www.mito-syakyo.or.jp
　　　　E-mail  syakyo@mito-syakyo.or.jp

使用済み切手・プリペイドカード類・物品等
吉沢学区子ども会育成連合会 / 水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会見川支部 / 
㈱こしば/ ㈱フジタファーム/サークル・点心 / 混声合唱団コール水戸 /たまり場かねた/ 
あおい玩具㈱/レディスピア/赤塚地区民生委員児童委員協議会/Cookぼーの/アクティブ
ボランティアみと/（一社）地域防災活動支援協議会/NPO法人Happyリレーいろいろ/水戸更生
保護女性会/水戸保護観察所社会貢献活動係/見川学区子ども会/ボーイスカウト水戸第２団
/水戸河和田郵便局/水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会笠原支部/水戸市社会福祉 
協議会鯉淵支部/常陽ボランティア倶楽部/和知商事㈱/水戸市介護保険課/水戸市農業 
環境整備課 / 赤塚西町内会 / 茨城県退職公務員連盟水戸支部 /ボーイスカウト茨城県 
連盟/おはなしふくの会/梅が丘女性会/東水運輸㈱/㈱田徳/ばるーん・レインボー/（公社） 
水戸法人会女性部会/水戸ヤクルト販売㈱/㈱セブン-イレブン・ジャパン/ナルク水戸/野菊の会 
/茨城県隊友会水戸支部/水戸市堀斎場/明治安田生命保険相互会社水戸西営業所/ 
吉田地区高齢者クラブ連合会/歌謡ボランティアハーモニー/園芸ボランティア「花hana」/
水戸市福祉総務課/渡里地区民生委員児童委員協議会/城東女性会/四つばの会/ガール
スカウト茨城県連盟/㈱匠建築研究室/水戸市子育て支援課/ボランティア「コスモス」/ 
㈱日本ドライ介護用品のスマイル/ 中妻地区土地改良区 / 茨城県社会保険労務士会 / 
石山仏具店/石井外科内科医院/水戸シニアアンサンブル/布の花/水戸市シルバーリハビ
リ体操指導士の会東部支部/水戸中央郵便局OB/曽根孝次/大谷光志/櫻井千雅子/ 
小林弘子 / 今瀬愛子 / 今瀬淳子 / 矢野間雅道 / 植田ヒテ/ 市川由里子 / 小室由美子 / 
大槻恭子 / 竹村芳実 / 佐藤富美子 / 矢田部秀夫 / 遠西易子 /田口三智子 / 川村和雄 / 
河原井愛子 / 藤田静枝 / 池田洋子 / 國井敏子 / 平井暁美 / 井坂東志行 / 小森谷直美 / 
黒澤廣子/雑賀大介/小柳万里子

ご寄附は福祉施設等に有効に活用させていただきました。
水戸市社会福祉協議会
令和８年２月～令和８年４月受付分（敬称略・順不同）
寄附金 （社会福祉事業に）
荘司良一/水戸中央郵便局OB/ふれしあ太極拳教室/美容室Radio/水戸遊技場組合/ミュージックベル28♪響（ひびき）♪/（公社）水戸法人会女性
部会/水戸シニアカラオケ愛好会/新荘市民センターふるさと歴史クラブ/フジテリアパーク2026介護福祉士シンガーソングライター藤良多/サテライト
水戸/石川ハンドメイドクラブ/㈲シー・ティー・ヴィー・サービス茨城/匿名８名� （令和７年度総額 2,006,730円　令和８年度累計額 54,449円）

〈飲料をいただきました〉
NPO法人Happyリレーいろいろ様

〈タオル等をいただきました〉
常陽ボランティア倶楽部様

〈災害派遣福祉チーム用ベストをいただきました〉
水戸ヤクルト販売㈱様

〈タオル・ハンカチなどをいただきました〉
茨城県退職公務員連盟 水戸支部様

〈食料品、日用品などをいただきました〉
㈱セブン-イレブン・ジャパン様

〈寄附金をいただきました〉
（公社）水戸法人会女性部会様



市内で開催する多世代交流行事や町内会で
イベントを行う団体などへ貸出します。

（例：地域の夏祭り、ふれあいまつりなど）  

・ポップコーン機   ・綿菓子機 
・かき氷機（手動または電動） 

貸出
条件

イベント機材イベント機材レンタルサービス 福祉体験教室開催のお知らせ

2,000円レンタル料（使用日１日につき） 各種１台あたり

この他、無料でボッチャセット、福祉体験器材、プロジェク
ター（スクリーン含む）なども貸し出しを行っています。 

水戸市福祉ボランティア会館
①6月25日（木） ９：３０～
②～④７月１3日（月） ９：３０～
※ボランティアセンターまで直接お申込みください。
※いずれも先着順となります。 

申し込み
会　 場

・ 水戸市役所１階多目的スペース（水戸市中央 1－4－1）
 6/16（火）～ 26（金）　8：30 ～ 17：15（26日は12：00まで）
 （土・日は休業日）

・水戸市福祉ボランティア会館ロビー（水戸市赤塚１－１ ミオス２F）
 7/21（火）～ 8/23（日）　9：00 ～ 21：00　
 （祝日は休館 / 日曜日は17：00まで）

令和 8 年度ボランティアサークル活動パネル展開催のお知らせ
市内のさまざまなボランティアサークルの活動をご覧いただけますので、是非ご来場ください。

①7月25日（土）13：00～15：00
②8月22日（土）13：00～15：00

（1）手話体験教室 定員各15名

（2）点字体験教室 定員各15名

８月4日（火）  ③10：00～12：00
  ④13：00～15：00（③と④いずれか）

（シンボルマークと標語）
水戸市社会福祉協議会ボランティアセンター
〒311‒ 4141 水戸市赤塚1-1（水戸市福祉ボランティア会館内）
TEL 029-309-1011　　FAX 029-309-1139
https://www.mito-syakyo.or.jp
Eメール bora@mito-syakyo.or.jp
月曜日～金曜日  9：30～16：30

問　合　せ　・　申　込　み　等

ボランティアセンター
だより

広げよう　心のふれあい　ボランティア

令和8年（2026年）6月1日号

　４月11日（土）にボランティアサークル研修会・連絡会を開催しました。
　今回は、「認知症について考えよう」と題して、水戸市内原地域包括支援センターのスタッフの皆さんにご指導い
ただきながら「認知症456（すごろく）」を体験しました。認知症456は、認知症を疑似的に体験し、理解を深める
ことができます。すごろくの進行中に脳トレや体操も取り入れ、楽しみながら体験することができました。
　参加された方からは「ドキッとした」「社会資源について勉強になった」「たくさんの気づきがあった」などの声も
あり、意見交換をしながら、各サークルの交流にもつながりました。
　また、高齢化社会が加速し、65歳以上の方の５人に１人は認知症の可能性があると言われている中で、改めて考
えるきっかけになったかと思います。
　今回は48名の参加者があり、大変盛況のうちに終了することができました。センターでは、これからも皆さんの
ボランティア活動のお手伝いをして参りますので、何かございましたらお気軽にご相談ください。

ボランティアサークル研修会・連絡会を開催しました


